
熱中症対策の徹底について（お願い） 
 
今年も全国的に厳しい暑さが続いており、屋外イベントや舞台設営・撤去、機材搬⼊出、施設管
理業務など、⾼温環境下での作業が増加する時期となりました。 
熱中症は、適切な予防措置を講じることで防⽌できる⼀⽅、重症化すると命に関わる重⼤な労働
災害となる恐れがあります。 
また、労働安全衛⽣法及び労働安全衛⽣規則に基づく熱中症対策の強化により、事業者には⾼温
環境下で働く労働者の健康障害を防⽌するため、より実効性のある対策を講じることが求められ
ています。 
「安全はすべての業務に優先する」との基本⽅針のもと、組合員各位におかれましても、次の事
項について改めて徹底していただきますようお願いいたします。 
 
１．作業前の健康管理 

・作業開始前に体調確認を実施する 
・発熱・睡眠不⾜・体調不良・飲酒後など、熱中症リスクの⾼い状態での作業を避ける 
・新規⼊場者や暑さに慣れていない作業者への配慮を⾏う 

 
2．⽔分・塩分補給の徹底 

・のどが渇く前に定期的な⽔分補給を⾏う 
・必要に応じて塩分補給を⾏う 
・作業責任者は、補給状況を確認する 

 
3．適切な装備の活⽤ 

・空調服、冷却ベスト、冷却タオル等の積極的な活⽤ 
・通気性の良い服装の着⽤ 
・ヘルメット着⽤時には遮熱対策を講じる 

 
4．作業中の安全管理 

・定期的に体調確認を実施する 
・「少し様⼦がおかしい」と感じた場合は、速やかに作業を中断させる 
 

６．緊急時の対応体制（※万が⼀、熱中症が疑われる症状が⾒られた場合） 
・直ちに作業を中⽌する 
・涼しい場所へ避難させる 
・⽔分・塩分補給を⾏う 
・症状が改善しない場合や意識障害がある場合は、119 番通報し医療機関へ搬送する 
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